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https://www.apu.ac.jp/secure_staff-all/facultysupport/support/Call_for_Applications_APU_Research_Hubs_Formation_Program_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_staff-all/facultysupport/assets/file/airo/AY2026_APU_Support_for_Holding_Rice_Ball_Research_Seminar_Application_Guidelines_J.pdf
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https://www.apu.ac.jp/home/research/
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	新しくスタートする研究支援・『研究拠点形成制度』の申請を受け付けています！
	　 APU研究高度化計画（2025～2030）の主要施策として、「APU研究拠点制度」の申請を受け付けています。 　研究拠点の形成により、研究成果の社会実装による社会課題の解決や研究の過程を通じた人材育成に取り組み、国内外におけるAPU のレピュテーションやプレゼンスの向上を目指します。 　詳細は、募集要項をご確認ください。

	おにぎり（研究）セミナーが開催されました！
	　5月7日（木）におにぎり（研究）セミナーが開催されました。 　おにぎり（研究）セミナーは、学内における研究者の交流及び大学院生や若手研究者への情報提供を通じた、研究文化の醸成や研究活動の活性化を目的としています。 　今回は、米国政府が2025年に発表した「国家安全保障戦略（NSS）」をテーマにしたパネルディスカッションが行われ、ポーランド・ヴィストゥラ大学のバルバラ・クラティウク助教授およびAPU副学長の岡村善文先生が登壇し、APSの佐藤洋一郎先生がモデレーターを務めました。
	　AIROでは、「おにぎりセミナー」として、先生方が研究セミナーを開催する際の支援制度を設けています。ぜひご利用ください。 　おにぎり（研究）セミナー開催サポート　募集要項
	NAPRIL - MAY 2026 ISSUE

	研究ページをリニューアルしました！
	　先生方の研究活動や研究成果の社会発信を強化すべく、研究ページをリニューアルしました！親しみやすく楽しめるページとなるよう工夫しましたので、ぜひご覧いただき、フィードバック等いただければ幸いです。 　今後は、先生方の研究実績をまとめて紹介できるようなコンテンツの新設など、さらに充実した情報発信を予定しています。 　発信したい研究活動や研究成果がございましたら、お気軽にアウトリーチ・リサーチ・オフィスにご連絡ください。
	　先生方の研究活動・研究成果の記録（写真、文献、書籍など）も随時受け付けています。 　ご協力よろしくお願いいたします。 　研究ページはこちら。
	APRIL - MAY 2026 ISSUE

	AIROのロゴができました！
	AIROのロゴは、APUのロゴマークをベースに、「大分県・別府市」を象徴する温泉マークをモチーフとしてデザインしています。 さらに、AIRO の頭文字である 「A」 に、拠点・道標としての役割を重ね合わせ、灯台をイメージしたデザインを組み合わせることで、研究者を支える“光”や“導き”を表現しています。 パワーポイント資料などで AIRO ロゴの使用をご希望の場合は、どうぞお気軽にアウトリーチ・リサーチ・オフィスまでご連絡ください。
	「APカンファレンス2026」について
	総合研究機構（AIRO）主催の国際学術会議「APカンファレンス2026」について、下記のとおり参加者の募集を開始いたしました。
	開催概要：開催日：2026年11月14日（土）～15日（日） 　　　　　テーマ：断片化を越えて――共通の未来への道筋を描く 　　　　　会場：APUグリーンコモンズ（J棟）



